
６年２組 家庭科学習指導案           令和７年９月５日（金） 
指導者 竹吉 昭人 

１ 題材名  修学旅行のお土産は何を選ぶ？ 

 

２ 授業構想と探究への手立て（本時の主張） 

 本題材は，内容「C 消費生活・環境」(１)「物や金銭の使い方と買い物」ア，イを受けて構成した。ここ

では，持続可能な社会の構築に向けて，小学校と中学校での系統性を図り，計画的な金銭管理，消費者被

害への対応などの基礎の学習と位置付けている。また，消費生活と環境に関する学習を関連させることで，

資源や環境に配慮したライフスタイルの確立の基礎となる学習となるようにし，主体的に生活を工夫でき

る消費者としての素地を育てることを意図している。そこで本題材では，10 月に控えた京阪神方面への修

学旅行で金銭を使う場面であるお土産の購入について取り上げ，よりよい商品選択や買い物をするために

大切なポイントは何かということを課題として，主に持続可能な社会の構築に関する見方・考え方を働か

せながらその解決を図っていく学習活動とした。お土産計画や買い物実践，買い物の振り返りを通して，

物や金銭の大切さや計画的な使い方の理解，選び方や買い方の理解や購入するために必要な情報の収集・

整理，情報を活用しながらの選び方や買い方を考え，工夫する力を育むことをねらいとしている。  

 また，本題材では，特に「消費者としての役割」について，子どもたちが自分事としてとらえ，今後そ

の視点を活かして生活していこうとする意欲や態度を身に付けることができるようにしていきたい。買い

物は，自分に必要な物を購入し，自分や家族の生活を支えたり，豊かにしたりする営みである。自分たち

にとってどうかという視点で購入することがまずは第一に大切にされる視点であろう。一方で，物を買う

という行為は，自分や家族のみならず，その対象物を作ったり，売ったりする人や環境にも大きく影響を

及ぼすものであり，私たちがこれからどのような社会を目指していきたいかを示す重要な意思表示の場と

なり得る。エシカルな視点を加えながら，一人ひとりのウェルビーイングの向上を目指し，そのことが，

さらには広く地域や社会のウェルビーイングにもつながっていくというイメージを子どもたちと共有しな

がら，学習を展開していきたい。 

 そのために，以下のような手立てを講じていきたい。  

〇子どもたちの計画・実践・振り返りが可能なリアルな場と関連を図る 
 小学生の子どもたちが買い物をする生活場面が減ってきている現在，ほぼ全ての児童が買い物を経験す

ることができる修学旅行でお金を使う場面は貴重である。日常の買い物とは目的も異なるが，予算の中で

計画を組み立てることや，幅広い商品選択から多面的な買い物視点を獲得することは，日常生活での買い

物の場面にも生かせる学びとなるだろう。このような活動と関連を図ることで，子どもたちがより能動的

に，課題解決的な学習の流れの中で，家庭科の学びを実現することができると考える。また，お土産とい

うことで，家族との関わりも生まれ，自然と家庭も巻き込んだ学習展開が可能となる。  

〇『どのようないいことがあるだろうか』といった， 

能動的に考え，行動につながるような発問や声掛けをする 
 本題材でウェルビーイングやエシカルな視点を考えていく中で，子どもたちがこれらに対して前向きに

捉え，能動的に考え行動につなげていくことが重要だと考える。「～するべき」「～しなければならない」

といった強制的な捉えにならないように，自分にとってよりよいものが，自分の家族や地域・社会にも広

がっていくというウェルビーイングの本質が実感できるように声をかけ，子どもたちと考えていけるよう

にしたい。 

 

３ 題材計画（全５時間） 
・修学旅行での買い物の条件を提示し，買う目的を考えながらお土産調べをする。（1 時間） 

・そのお土産を選ぶことで，「どのようないいことがあるか」を考え、消費者の役割を捉える。 

（1 時間・本時） 

・どのようなお土産を選ぶか，再考し、購入計画を立てる。（1 時間） 

※修学旅行事前学習：買い物の仕組みや物や金銭の大切さを考える。（学年家庭科）（1 時間） 

・修学旅行のお土産選びを振り返り，これからの商品選択について考えていく。（ 1 時間） 

 

４ 題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度  

・買い物の仕組みや消費者の役割

が分かり，物や金銭の大切さと計画

的な使い方について理解している。 

・身近な物の選び方，買い方を理解

しているとともに，購入するために

必要な情報の収集・整理が適切にで

きる。  

・修学旅行の買い物計画を通して，

身近な物の選び方，買い方について

問題を見いだして課題を設定し，

様々な解決方法を考え，実践を評

価・改善し，考えたことを表現する

などして課題を解決する力を身に

付けている。  

・家族の一員として，生活をよりよ

くしようと，物や金銭の使い方と買

い物について，課題の解決に向けて

主体的に取り組んだり，振り返って

改善したりして，生活を工夫し，実

践しようとしている。  



５ 本時の学習（全５時間 本時２／５）  

(1) ねらい 

前時で考えた買い物計画から，そのお土産を買う（選ぶ）際に，「もっといいこと」はないかを考

えることで，消費者の役割について理解を深めることができる。（知識及び技能） 

(2) 展開 

主な学習場面と子どもの取組 目指す姿と取組を支える手立て 
1. 修学旅行のお土産計画から，購入予定の物が本当に

それでいいかを考える。 

・もっとおいしい店の物があるかも  

  ・もっとお得な（値段・量）お店の物があるかも  

  ・おうちの人に，ちゃんと好みを確かめたい  

  ・もっといい素材を使った物があるかも  

 

 

2. 再考する視点を整理して，お土産を買うことで，自

分やお土産を渡す相手以外にも更にいいことがない

か考える。 

・売っているお店が儲かる 

・作ったお店が儲かる 

・その材料を作っている人が儲かる  

 

3. 売っている店や人，作っている店や人が儲かるとい

うことがどういうことか，そしてどのような店や人

を選びたいか考える。 

・作っている店が儲かるとどうなるか？ 

→その店が大きくなる  

→その店の商品が増える，良くなる  

・どのような店の物を選びたいか？  

→地元の物を使っているお店 

→環境のことを考えているお店  

 →地域の伝統や文化を大切にしているお店 

・地産地消，地域などへの貢献，環境，安全性など

の表示を探したり，見つけたりするともっといい

ことがありそうだ 

 

4. 新たな視点を加えて，自分が選んだお土産を見直し

たり，選び直したりする。 

・自分が選んだお土産は，京都産のものを使ってい

るから，地産地消にもつながっている。  

・安全のマークがきちんとついているから，安全性

も大丈夫そうだ。 

・商品の包装の仕方が簡単なので，ごみも少なく

て，環境にもよさそうだ。 

 

5. 見直したり，選び直したりした物やその理由を共有

して，今後の計画につながる視点を整理しながら，

本時を振り返り，次時への見通しをもつ。  

・買い物をすることで自分たちのことはもちろん，

社会にも影響があることが分かりました。家族に

喜んでもらえるお土産を考えたけど，京都の特産

品を使っていたので，京都にとってもいいと思い

ました。もっといいことがないか調べて，よりよい

買い物ができるように計画を進めたいです。 

・一度考えた視点を肯定的に捉えながら，「もっといい

買い物になるといいね」と働きかけることで，最初に選

んだ購入の視点を整理するとともに，もっといい買い物

になるように，更に考えていくことに対して意欲と見通

しがもてるようにする。 

 

 

 

・自分たちを中心にいいことがないか考えた後，「自分

たち以外にとってもいいことがないか」と問うことで，

物を購入することでの影響を考えるきっかけになるよ

うにする。 

 

 

 

・購入する（選ぶ）行為が，生産者や販売者の利益につ

ながり，自分たちの社会の形成に大きな影響を及ぼして

いることを，具体的な例示や Chromebook を用いて，自

分たちで調べるたり，調べたことをまとめたりする時間

を設けることで，子どもたちの理解が深まるように支援

する。 

・未来創造科の中で取り組んでいる修学旅行の目的（松

江の文化との比較）の視点を踏まえることで ,教科間の

関連性を図り，相互にとってより深く考える事ができる

ように支援する。 

・「ウェルビーイング」や「エシカル消費」について紹介

し，これまで子どもたちが導き出した視点との関連性を

確認することで，その考えを価値づけ，よりよい計画に

積極的に活用していこうとする姿につなげる。  

 

・最初に選んだ物や物を選んだ視点から，本時で考えて

選び直したものや，視点が比較できるようにまとめ方を

助言する。 

・基本的に個人での活動だが，必要に応じて，他者との

協働を促し，お互いの買い物の計画を参考にしながら，

よりよい計画につなげられるように働きかける。  

 

 

・本時の学習や，今回の計画の練り直しを通して得た視

点や，次時に向けた見通しがもてるようにする。  

 

 

（３）評価 

十分満足できると判断される状況  概ね満足できると判断される状況  努力を要する状況への手立て  

自分たちの消費生活が，社会に及ぼす

影響があることについてより多くの  

側面から考え，それを踏まえて計画を

立て，消費者の役割について理解を深

めている。  

お土産の購入計画を通して ,自分たちの

消費生活が社会に及ぼす影響があること

を踏まえて考え ,消費者の役割について

理解を深めている。  

 

より具体的な事例を示しながら，社会に

及ぼす影響についてイメージできるよう

にする。また，友達との協働を促しなが

ら，他者の考えを参考にできる機会を設

ける。 

そのお土産を買うことで，もっといいことはないか考えて，よりよい買い物計画にしていこう  

【評価の観点（知識・技能）】  

そのお土産を買う（選ぶ）際に「もっといいこと」はない

かを考えることで，消費者の役割について理解を深めてい

る。（Chromebook,発言）  



 


